
厚生環境

ふじさわ市議会だよりNo.211平成25年（2013年）11月10日⑴⑺

施
さ
れ
た
平
成
二
十
五
年
度
藤

沢
市
総
合
防
災
訓
練
を
視
察
し

た
。九
月
五
日
の
委
員
会
で
は
、

藤
沢
市
地
域
防
災
計
画
の
改
訂

に
つ
い
て
審
査
し
た
。

〇
藤
沢
市
地
域
防
災
計
画
の
改

訂
に
つ
い
て

　
〈
市
の
説
明
〉

　
藤
沢
市
地
域
防
災
計
画
に
つ

い
て
は
、
大
規
模
災
害
の
教
訓

か
ら
関
係
法
令
の
改
正
や
さ
ま

ざ
ま
な
意
見
、
提
案
に
基
づ
い

て
改
訂
さ
れ
た
。

　
改
訂
の
経
過
は
、
平
成
二
十

四
年
十
二
月
十
日
の
災
害
対
策

等
特
別
委
員
会
に
お
い
て
途
中

経
過
を
報
告
し
、
そ
の
後
、
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施
、

藤
沢
市
防
災
会
議
の
開
催
及
び

神
奈
川
県
と
の
事
前
協
議
を
行

っ
た
後
、
七
月
二
十
三
日
の
藤

沢
市
防
災
会
議
に
お
い
て
修
正

案
の
承
認
を
得
た
。

　
主
な
改
正
点
は
、
災
害
時
応

急
活
動
事
前
対
策
な
ど
都
市
の

安
全
性
の
向
上
や
避
難
所
運
営

に
お
け
る
女
性
視
点
の
活
用
等

を
盛
り
込
む
と
と
も
に
、
津
波

避
難
の
考
え
方
な
ど
に
つ
い
て

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施

結
果
を
反
映
し
た
こ
と
で
あ
る
。

　
災
害
対
策
等
特
別
委
員
会
は
、

八
月
三
十
一
日
と
九
月
五
日
に

開
催
さ
れ
、
八
月
三
十
一
日
の

委
員
会
で
は
、
藤
沢
市
消
防
防

災
訓
練
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
実

交
換
会
及
び
街
な
み
景
観
フ
ォ

ー
ラ
ム
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　
条
例
素
案
骨
子
の
特
徴
あ
る

内
容
と
し
て
、
良
質
な
街
な
み

形
成
を
図
る
た
め
に
定
め
る
街

な
み
継
承
地
区
や
街
な
み
継
承

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
あ
る
。

　
今
後
は
、
市
民
と
の
二
度
目

の
意
見
交
換
会
や
藤
沢
宿
地
区

で
の
街
な
み
景
観
フ
ォ
ー
ラ
ム
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施

及
び
結
果
公
表
を
行
い
、
二
十

六
年
二
月
議
会
に
お
い
て
、
議

決
さ
れ
た
後
、
四
月
に
施
行
す

る
予
定
で
あ
る
。

給食を通して食育の推進を図る

中
学
校
給
食
実
施
の
基
本
方
針
を
策
定

デ
リ
バ
リ
ー
方
式
と
弁
当
持
参
の
選
択
制

総 務

建設経済

補正予算

公
共
料
金
の
見
直
し

改
定
の
方
向
性
に
つ
い
て
報
告

（
仮
称
）
藤
沢
市
街
な
み
百
年
条
例

制
定
に
向
け
た
取
り
組
み
を
報
告

プ
レ
ミ
ア
ム
つ
き
商
品
券

創
意
工
夫
し
経
済
活
性
化
を
図
る

常任・特別委員会の動き
　
子
ど
も
文
教
常
任
委
員
会
は
、

九
月
九
日
に
開
催
さ
れ
、
議
案

一
件
、陳
情
二
件
を
審
査
し
た
。

そ
の
結
果
、
議
案
は
可
決
す
べ

き
も
の
、
陳
情
は
一
件
が
趣
旨

了
承
、
一
件
が
趣
旨
不
了
承
と

決
定
し
た
。

　
ま
た
、
①
待
機
児
童
解
消
に

向
け
た
新
た
な
計
画
と
公
立
保

育
所
の
整
備
等
②
小
児
医
療
費

助
成
制
度
の
方
向
性
の
検
討
結

果
③
今
後
の
「
い
じ
め
防
止
対

策
」
④
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク

ー
ル（
学
校
運
営
協
議
会
制
度
）

調
査
研
究
事
業
報
告
⑤
平
成
二

十
四
年
度
体
力
・
運
動
能
力
、

運
動
習
慣
等
調
査
の
結
果
⑥「
中

学
校
給
食
実
施
に
あ
た
っ
て
の

基
本
方
針
」
―
―
以
上
六
件
に

つ
い
て
報
告
を
受
け
た
。

〇
「
中
学
校
給
食
実
施
に
あ
た

っ
て
の
基
本
方
針
」
に
つ
い
て

　
〈
教
育
委
員
会
の
説
明
〉

　
中
学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、

現
在
の
中
学
生
の
食
を
取
り
巻

く
問
題
が
深
刻
化
し
、
給
食
を

通
し
た
食
育
の
推
進
が
重
要
と

な
っ
て
い
る
こ
と
や
、
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
等
の
多
様
化
に
よ
り
、

家
庭
で
弁
当
を
つ
く
る
こ
と
に

負
担
を
感
じ
て
い
る
家
庭
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
具
体
化
に
向
け

て
内
容
を
検
討
し
、
中
学
校
給

食
実
施
に
当
た
っ
て
の
基
本
方

針
を
策
定
し
た
。

　
実
施
目
的
と
し
て
は
、
①
栄

養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
の

提
供
②
望
ま
し
い
食
習
慣
の
育

成
③
明
る
い
社
交
性
と
共
同
の

精
神
の
醸
成
④
給
食
を
通
し
て

の
食
育
の
推
進
⑤
家
庭
に
対
す

る
配
慮
―
―
以
上
五
つ
を
掲
げ

た
。

　
実
施
方
法
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
を
踏
ま
え
、
早
期
に
中
学

校
給
食
を
実
施
す
る
方
法
と
し

て
、
市
の
栄
養
士
が
作
成
し
た

献
立
に
従
っ
て
民
間
施
設
で
業

者
が
調
理
し
弁
当
箱
に
詰
め
て

学
校
に
配
送
す
る
デ
リ
バ
リ
ー

方
式
の
給
食
と
、
家
庭
か
ら
の

弁
当
持
参
の
選
択
制
と
し
た
。

　
具
体
的
に
は
、献
立
作
成
は
、

市
の
栄
養
士
が
作
成
し
、
米
飯

ま
た
は
パ
ン
の
主
食
と
お
か
ず

の
副
菜
と
牛
乳
で
構
成
す
る
完

全
給
食
を
基
本
と
す
る
。
食
材

の
発
注
は
、
添
加
物
や
農
薬
、

放
射
能
な
ど
に
配
慮
し
て
市
の

栄
養
士
が
指
定
す
る
。調
理
は
、

万
全
な
衛
生
対
策
を
講
じ
た
民

間
事
業
者
の
調
理
場
で
行
い
、

主
食
・
副
食
の
容
器
に
入
れ
て

各
学
校
に
配
送
す
る
。
衛
生
管

理
は
、
安
全
安
心
な
給
食
を
提

供
す
る
た
め
市
の
栄
養
士
が
指

導
を
行
う
。
配
膳
室
は
、
安
全

性
や
衛
生
面
を
考
慮
し
た
上
で

給
食
の
搬
入
保
管
の
た
め
学
校

の
状
況
に
応
じ
て
整
備
し
、
配

膳
準
備
等
を
行
う
配
膳
員
の
配

置
を
基
本
と
す
る
。
給
食
実
施

回
数
は
、
年
間
百
八
十
回
を
標

準
と
し
て
各
学
校
の
実
情
に
応

じ
て
定
め
る
。
給
食
費
は
、
食

材
費
の
み
を
利
用
者
負
担
と
し

て
徴
収
し
、
そ
の
額
は
給
食
実

施
ま
で
に
定
め
る
。
ま
た
、
選

択
制
の
給
食
の
た
め
、
利
用
者

の
利
便
性
を
考
慮
し
た
予
約
シ

ス
テ
ム
を
導
入
す
る
。
　

　
実
施
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
し
て

は
、
平
成
二
十
六
年
度
か
ら
の

一
部
の
中
学
校
で
の
試
行
に
向

け
、
具
体
的
に
予
算
化
を
検
討

し
、
試
行
状
況
の
検
証
を
行
っ

た
上
で
、
全
校
で
の
実
施
に
向

け
て
検
討
し
て
い
く
。

　
厚
生
環
境
常
任
委
員
会
は
、

九
月
六
日
に
開
催
さ
れ
、
陳
情

三
件
を
審
査
し
た
。そ
の
結
果
、

陳
情
は
一
件
が
趣
旨
了
承
、
二

件
が
趣
旨
不
了
承
と
決
定
し
た
。

　
ま
た
、
①
「
小
型
電
子
機
器

等
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
構
築

実
証
事
業
」
へ
の
取
組
②
環
境

分
野
（
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
）
で

の
障
が
い
者
雇
用
の
促
進
③
辻

堂
駅
南
口
・
西
口
周
辺
路
上
喫

煙
禁
止
区
域
の
指
定
―
―
以
上

三
件
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
た
。

〇
「
小
型
電
子
機
器
等
リ
サ
イ

ク
ル
シ
ス
テ
ム
構
築
実
証
事
業
」

へ
の
取
組
に
つ
い
て

　
〈
市
の
説
明
〉

　
使
用
済
み
小
型
電
子
機
器
に

含
ま
れ
る
金
や
銀
、
パ
ラ
ジ
ウ

ム
等
の
い
わ
ゆ
る
レ
ア
メ
タ
ル

な
ど
、
希
少
金
属
を
リ
サ
イ
ク

ル
す
る
こ
と
を
主
な
目
的
と
す

る
使
用
済
小
型
電
子
機
器
等
の

再
資
源
化
の
促
進
に
関
す
る
法

律
が
、
平
成
二
十
五
年
四
月
一

日
に
施
行
さ
れ
た
。

　
国
は
、
小
型
電
子
機
器
等
リ

サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
構
築
実
証

事
業
へ
の
支
援
を
二
十
四
年
度

か
ら
実
施
し
て
お
り
、本
市
は
、

こ
の
実
証
事
業
へ
の
参
加
を
茅

ヶ
崎
市
、
寒
川
町
と
の
広
域
で

の
取
り
組
み
と
し
て
検
討
し
、

二
市
一
町
で
実
証
事
業
へ
の
申

請
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
事

業
計
画
が
採
択
さ
れ
、
現
在
、

　
総
務
常
任
委
員
会
は
、
九
月

十
日
に
開
催
さ
れ
、議
案
二
件
、

陳
情
三
件
及
び
全
国
市
議
会
議

長
会
か
ら
の
依
頼
に
つ
い
て
審

査
し
た
。
そ
の
結
果
、
議
案
は

全
て
可
決
す
べ
き
も
の
、
陳
情

は
全
て
趣
旨
不
了
承
、
全
国
市

議
会
議
長
会
か
ら
の
依
頼
に
つ

い
て
は
、
地
方
税
財
源
の
充
実

確
保
を
求
め
る
意
見
書
の
議
案

を
提
出
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

　
ま
た
、
①
公
共
料
金
の
見
直

し
②
藤
沢
市
防
災
広
場
③
藤
沢

市
国
民
保
護
計
画
の
変
更
④
シ

テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
推
進
の

基
本
的
な
考
え
方
と
今
後
の
取

組
―
―
以
上
四
件
に
つ
い
て
報

告
を
受
け
た
。

〇
公
共
料
金
の
見
直
し
に
つ
い

て　
〈
市
の
説
明
〉

　
公
共
料
金
（
使
用
料
・
手
数

料
）
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、

受
益
と
負
担
の
適
正
化
を
図
り
、

社
会
的
公
平
性
を
確
保
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　
平
成
二
十
五
年
度
か
ら
ス
タ

ー
ト
し
た
藤
沢
市
新
・
行
財
政

改
革
基
本
方
針
実
行
プ
ラ
ン
で

は
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
三
年

に
一
度
の
サ
イ
ク
ル
で
見
直
し

を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
、
現

在
、
各
公
共
料
金
主
管
課
に
お

い
て
全
て
の
公
共
料
金
に
つ
い

　
建
設
経
済
常
任
委
員
会
は
、

九
月
五
日
に
開
催
さ
れ
、
議
案

五
件
、
陳
情
三
件
を
審
査
し
た
。

そ
の
結
果
、
議
案
は
全
て
可
決

す
べ
き
も
の
、
陳
情
は
二
件
が

趣
旨
了
承
、
一
件
が
趣
旨
不
了

承
と
決
定
し
た
。

　
ま
た
、
①
（
仮
称
）
藤
沢
市

街
な
み
百
年
条
例
の
制
定
に
向

け
た
取
組
②
下
水
汚
泥
焼
却
灰

等
の
処
分
等
―
―
以
上
二
件
に

つ
い
て
報
告
を
受
け
た
。

〇
（
仮
称
）
藤
沢
市
街
な
み
百

年
条
例
の
制
定
に
向
け
た
取
組

に
つ
い
て

　
〈
市
の
説
明
〉

　
こ
の
条
例
は
、
藤
沢
の
歴
史

や
文
化
を
感
じ
さ
せ
る
資
源
や

街
な
み
の
価
値
を
高
め
て
次
世

代
に
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
で
、

豊
か
な
市
民
生
活
の
実
現
を
目

指
す
た
め
の
基
本
的
な
考
え
方

を
示
す
も
の
で
あ
る
。

　
取
り
組
み
の
状
況
と
し
て
、

平
成
二
十
四
年
度
は
、
藤
沢
宿

地
区
及
び
鵠
沼
地
区
に
関
係
す

る
自
治
会
等
と
の
意
見
交
換
会
、

街
な
み
景
観
フ
ォ
ー
ラ
ム
並
び

に
市
民
と
の
意
見
交
換
会
を
開

催
し
、
条
例
素
案
の
作
成
に
取

り
組
み
、
二
十
五
年
度
は
、
鵠

沼
地
区
の
自
治
会
等
と
の
意
見

　
補
正
予
算
常
任
委
員
会
は
、

九
月
十
一
日
に
開
催
さ
れ
、
議

案
二
件
を
審
査
し
た
。
そ
の
結

果
、
議
案
は
全
て
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
定
し
た
。

〇
平
成
二
十
五
年
度
藤
沢
市
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
五
号
）

　
〈
主
な
質
問
と
答
弁
〉

質
問
　
プ
レ
ミ
ア
ム
つ
き
商
品

券
の
事
業
を
ど
の
よ
う
に
展
開

し
て
い
く
の
か
聞
き
た
い
。

答
弁  

前
回
実
施
し
た
平
成
二

十
一
年
度
の
手
法
に
沿
っ
て
組

み
立
て
て
い
く
。
利
用
店
は
事

業
実
施
主
体
と
な
る
藤
沢
市
商

店
会
連
合
会
と
藤
沢
商
工
会
議

所
の
会
員
の
ほ
か
広
く
参
加
店

舗
を
募
集
し
、
大
型
店
も
参
加

し
て
も
ら
う
予
定
で
あ
る
。

質
問
　
新
規
顧
客
の
獲
得
や
一

過
性
で
な
い
地
域
経
済
活
性
化

が
図
ら
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
が
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み

が
必
要
と
考
え
て
い
る
か
。

答
弁
　
本
事
業
は
、
市
内
の
商

店
街
に
顧
客
を
呼
び
込
ん
で
消

費
を
促
す
こ
と
に
よ
り
、
経
済

の
活
性
化
を
図
り
、
ひ
い
て
は

税
収
の
増
加
を
見
込
む
も
の
で

あ
る
。
前
回
の
実
施
で
得
た
教

訓
を
生
か
し
、
近
隣
の
消
費
者

に
も
商
品
券
を
販
売
し
消
費
を

促
し
て
い
く
手
法
も
検
討
し
て

い
る
。
事
業
を
進
め
る
中
で
、

状
況
に
合
わ
せ
て
事
業
を
展
開

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、

実
施
主
体
と
共
同
で
創
意
工
夫

し
取
り
組
ん
で
い
く
。

て
見
直
し
作
業
を
進
め
て
い
る
。

　
今
回
の
見
直
し
の
対
象
か
ら

除
外
す
る
も
の
は
、
法
令
等
で

定
め
が
あ
る
も
の
の
ほ
か
、
改

定
が
見
直
し
サ
イ
ク
ル
年
数
以

内
で
、
既
に
改
定
や
検
討
が
さ

れ
た
も
の
な
ど
と
し
て
い
る
。

　
な
お
、
今
回
の
見
直
し
に
つ

い
て
は
、
消
費
税
率
引
き
上
げ

が
実
施
さ
れ
た
場
合
は
、
市
民

生
活
へ
の
影
響
を
考
慮
し
、
改

定
は
見
送
る
こ
と
と
し
、
消
費

税
率
引
き
上
げ
が
実
施
さ
れ
な

か
っ
た
場
合
は
、
ト
ー
タ
ル
コ

ス
ト
を
も
と
に
算
出
し
た
基
準

料
金
と
の
間
に
著
し
く
公
平
性

を
欠
く
乖
離
が
あ
る
場
合
に
改

定
の
検
討
を
行
う
こ
と
と
す
る
。

子ども文教

事
業
実
施
に
向
け
準
備
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
本
実
証
事
業
へ
の
参
加
は
、

今
ま
で
不
燃
ご
み
と
し
て
収
集

し
て
い
た
家
電
製
品
の
う
ち
、

希
少
金
属
を
多
く
含
ん
で
い
る

品
目
を
資
源
と
し
て
無
料
回
収

す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
民
負
担

の
軽
減
、
ご
み
の
減
量
化
、
資

源
化
の
促
進
が
図
ら
れ
る
こ
と

や
資
源
確
保
と
い
っ
た
社
会
的

課
題
に
対
す
る
有
効
な
取
り
組

み
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。

　
事
業
期
間
は
、
二
十
五
年
十

月
一
日
か
ら
二
十
六
年
三
月
二

十
日
ま
で
で
あ
る
が
、
実
証
事

業
終
了
後
も
本
市
は
継
続
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
回
収
品
目
は
、
携
帯
電
話
等

の
十
七
品
目
で
あ
り
、
回
収
方

法
は
、
市
役
所
や
各
市
民
セ
ン

タ
ー
な
ど
十
九
カ
所
の
公
共
施

設
に
回
収
用
の
ボ
ッ
ク
ス
を
設

置
す
る
ボ
ッ
ク
ス
回
収
と
、
環

境
フ
ェ
ア
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
開

催
時
に
会
場
で
回
収
す
る
イ
ベ

ン
ト
回
収
を
予
定
し
て
い
る
。

　
回
収
後
の
処
理
方
法
は
、
個

人
情
報
保
護
対
策
等
の
中
間
処

理
を
行
い
、
国
か
ら
認
定
を
受

け
た
事
業
者
に
引
き
渡
し
、
リ

サ
イ
ク
ル
す
る
予
定
で
あ
る
。

藤
沢
市
地
域
防
災
計
画
を
改
訂

  

─
災
害
対
策
等
特
別
委
員
会
─

小
型
電
子
機
器
等
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム

希
少
金
属
等
の
再
資
源
化
を
促
進


